
(57)【要約】

【課題】本発明は各種音響機器に使用されるスピーカに

関するものであり、周波数特性の安定化が課題であった

。

【解決手段】本発明のスピーカは、ポリアリレートから

なる材料を溶液キャスティング法によりフィルム化した

シートを成形した振動板２７を使用したものであり、こ

の振動板２７を使用することにより、低域の再生帯域を

拡大することができ、振動板材厚の精度向上、振動板の

不要共振の低減を実現させ安定した周波数特性を実現さ

せることができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
磁 気 回 路 に 結 合 さ れ た フ レ ー ム と 、 こ の フ レ ー ム の 外 周 部 に 結 合 さ れ た 振 動 板 と 、 こ の 振
動 板 に 結 合 さ れ る と と も に 、 そ の 一 部 が 前 記 磁 気 回 路 の 磁 気 ギ ャ ッ プ に 配 置 さ れ た ボ イ ス
コ イ ル と か ら な る ス ピ ー カ で あ っ て 、 前 記 振 動 板 は ポ リ ア リ レ ー ト か ら な る 材 料 を 溶 液 キ
ャ ス テ ィ ン グ 法 に よ り フ ィ ル ム 化 し た シ ー ト を 成 形 し た こ と を 特 徴 と す る ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ２ 】
振 動 板 の 材 厚 が ５ μ ｍ 以 上 で 、 か つ ２ ０ ０ μ ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ３ 】
振 動 板 の 直 径 が １ ０ ｍ ｍ 以 下 の 円 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記
載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ４ 】
振 動 板 の 短 径 が ２ ０ ｍ ｍ 以 下 の 楕 円 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２
記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ５ 】
振 動 板 の 短 径 が ２ ０ ｍ ｍ 以 下 の ト ラ ッ ク 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求
項 ２ 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ６ 】
振 動 板 の 短 径 が ２ ０ ｍ ｍ 以 下 の 長 方 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２
記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ７ 】
振 動 板 の ボ イ ス コ イ ル と の 結 合 部 の 内 側 に 凹 凸 形 状 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か
ら 請 求 項 ６ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ス ピ ー カ 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ス ピ ー カ と 、 少 な く と も こ の ス ピ ー カ に 入
力 す る 電 気 信 号 の 増 幅 手 段 と を 備 え た 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ス ピ ー カ を 移 動 手 段 に 搭 載 し た 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 各 種 音 響 機 器 に 使 用 さ れ る ス ピ ー カ さ ら に は 各 種 電 子 機 器 や 各 種 装 置 等 に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ス ピ ー カ に つ い て 、 図 ５ に よ り 説 明 す る 。 図 ５ は 従 来 の ス ピ ー カ の 断 面 図 を 示 し
た も の で あ り 、 特 に 振 動 板 の 不 要 共 振 が 顕 著 に 発 生 す る 携 帯 電 話 用 の 小 型 で 、 ト ラ ッ ク 形
状 の ス リ ム 振 動 板 を 用 い た ス ピ ー カ の 長 径 方 向 の 断 面 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 マ グ ネ ッ ト １ を 上 部 プ レ ー ト ２ と ヨ ー ク ３ と で 挟 持 し て 磁 気 回 路 ４
を 構 成 し て い る 。 こ の 磁 気 回 路 ４ の ヨ ー ク ３ に フ レ ー ム ６ を 結 合 し 、 こ の フ レ ー ム ６ の 外
周 部 に 振 動 板 ７ を 結 合 し て い る 。 そ し て 、 こ の 振 動 板 ７ に ボ イ ス コ イ ル ８ を 結 合 し 、 こ の
ボ イ ス コ イ ル ８ の 一 部 が 前 記 磁 気 回 路 ４ の 磁 気 ギ ャ ッ プ ５ に 配 置 さ れ て 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ こ で 、 こ の ス ピ ー カ の 振 動 板 ７ は 、 樹 脂 フ ィ ル ム か ら な る シ ー ト を 成 形 し て 形 成 し た
も の で あ り 、 こ の 樹 脂 フ ィ ル ム の 材 料 と し て は 、 ポ リ エ ー テ ル イ ミ ド 樹 脂 が 良 く 使 用 さ れ
て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 こ の 出 願 の 発 明 に 関 連 す る 先 行 技 術 文 献 情 報 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ が 知
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ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ０ － ５ ５ ７ ９ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の 振 動 板 ７ を 有 す る ス ピ ー カ は 、 主 と し て 携 帯 電 話 を 中 心 と す る 小 型 の 電 子 機 器 に
搭 載 さ れ る こ と が 多 い ス ピ ー カ で あ る 。 よ っ て 、 小 型 化 が 必 要 で あ る が 故 に 、 熱 源 で あ る
ボ イ ス コ イ ル ８ と 振 動 板 ７ と が 直 付 け さ れ る 場 合 が 多 く 、 振 動 板 ７ は 耐 熱 性 が 必 要 で あ っ
た 。 こ の た め 、 耐 熱 性 の あ る ス ピ ー カ 用 振 動 板 材 料 と し て 、 ポ リ エ ー テ ル イ ミ ド 樹 脂 を 使
用 し て 構 成 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ が 、 こ の 振 動 板 材 料 で あ る ポ リ エ ー テ ル イ ミ ド 樹 脂 は 、 そ の 材 料 物 性 値 上 、 硬 い
材 料 で あ り 、 ス ピ ー カ と し て の 低 域 共 振 周 波 数 を 下 げ る こ と （ 低 Ｆ ０ 化 ） が で き ず 、 低 域
の 再 生 帯 域 を 拡 大 す る こ と が で き な か っ た 。 ま た 、 振 動 板 ７ が 硬 く な る こ と に よ り 、 振 動
板 ７ の 内 部 損 失 が 低 下 し 、 音 圧 周 波 数 特 性 上 に ピ ー ク や デ ィ ッ プ を 発 生 さ せ 、 特 性 劣 化 を
招 く と い う 課 題 を 有 す る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 小 型 ス ピ ー カ に 使 用 す る た め 、 振 動 板 ７ の 材 厚 が ス ピ ー カ 特 性 を 左 右 す る 大 き
な フ ァ ク タ ー と な っ て お り 、 振 動 板 ７ の 材 厚 に 対 す る 精 度 が 良 好 で な い 場 合 に は 、 ス ピ ー
カ の 特 性 上 大 き な バ ラ ツ キ を 有 す る も の で あ っ た 。 こ の 振 動 板 ７ の 材 厚 バ ラ ツ キ は 、 ポ リ
エ ー テ ル イ ミ ド 樹 脂 の 生 産 ロ ッ ト に よ り ほ ぼ 決 定 さ れ 、 材 厚 バ ラ ツ キ が 大 き な 生 産 ロ ッ ト
の 場 合 は 、 ス ピ ー カ 特 性 不 良 が 多 発 す る と い う 大 き な 課 題 を 有 す る も の で も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る も の で 、 振 動 板 の 耐 熱 性 を 維 持 し つ つ 、 低 域 の 再 生 帯 域
を 拡 大 す る こ と が で き 、 音 圧 周 波 数 特 性 上 の ピ ー ク や デ ィ ッ プ を 低 減 さ せ 、 安 定 し た 周 波
数 特 性 を 実 現 で き る ス ピ ー カ を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 振 動 板 の 材 厚 バ ラ ツ キ を 抑 え 、 ス ピ ー カ 特 性 不 良 を 低 減 で き る 優 れ た ス ピ ー カ を
提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 磁 気 回 路 に 結 合 さ れ た フ レ ー ム と 、 こ の フ レ ー ム の
外 周 部 に 結 合 さ れ た 振 動 板 と 、 こ の 振 動 板 に 結 合 さ れ る と と も に 、 そ の 一 部 が 前 記 磁 気 回
路 の 磁 気 ギ ャ ッ プ に 配 置 さ れ た ボ イ ス コ イ ル と か ら な る ス ピ ー カ で あ っ て 、 前 記 振 動 板 は
ポ リ ア リ レ ー ト か ら な る 材 料 を 溶 液 キ ャ ス テ ィ ン グ 法 に よ り フ ィ ル ム 化 し た シ ー ト を 成 形
し た 振 動 板 に よ り ス ピ ー カ を 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 構 成 と す る こ と に よ り 、 ポ リ ア リ レ ー ト か ら な る 振 動 板 材 料 で 耐 熱 性 を 維 持 し つ つ
、 柔 軟 性 を 持 た せ る こ と で 内 部 損 失 を 拡 大 さ せ 、 低 域 の 再 生 帯 域 拡 大 と と も に 、 振 動 板 の
不 要 共 振 を 抑 制 し 、 音 圧 周 波 数 特 性 上 の ピ ー ク や デ ィ ッ プ を 低 減 さ せ 、 安 定 し た 周 波 数 特
性 を 実 現 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 溶 液 キ ャ ス テ ィ ン グ 法 に よ り フ ィ ル ム 化 し た シ ー ト
か ら な る 振 動 板 に よ り 、 材 厚 バ ラ ツ キ を 抑 え 、 ス ピ ー カ 特 性 不 良 を 低 減 さ せ る こ と が で き
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 の ス ピ ー カ は 、 ポ リ ア リ レ ー ト か ら な る 材 料 を 溶 液 キ ャ ス テ ィ ン グ
法 に よ り フ ィ ル ム 化 し た シ ー ト を 成 形 し た 振 動 板 を 使 用 し た も の で あ り 、 こ の 振 動 板 を 使
用 す る こ と に よ り 、 低 域 の 再 生 帯 域 を 拡 大 す る こ と が で き 、 振 動 板 材 厚 の 精 度 向 上 、 振 動
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板 の 不 要 共 振 の 低 減 を 実 現 さ せ 安 定 し た 周 波 数 特 性 を 実 現 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 エ
ン ジ ニ ア リ ン グ プ ラ ス テ ィ ッ ク の 中 で は 、 廉 価 で あ り 、 低 コ ス ト 化 も 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 は 、 性 能 向 上 と 低 コ ス ト 化 を 実 現 で き る 優 れ た ス ピ ー カ 、 さ ら に は こ
れ ら の ス ピ ー カ を 搭 載 し た 電 子 機 器 や 装 置 を 提 供 す る こ と が で き 、 そ の 工 業 的 価 値 は 非 常
に 大 な る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 特
に 振 動 板 の 不 要 共 振 が 顕 著 に 発 生 す る 携 帯 電 話 用 等 の 小 型 電 子 機 器 に 使 用 さ れ る ト ラ ッ ク
形 状 の ス リ ム ス ピ ー カ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 以 下 、 実 施 の 形 態 １ を 用 い て 、 本 発 明 の 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説
明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の ス ピ ー カ の 断 面 図 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 着 磁 さ れ た マ グ ネ ッ ト ２ １ を 上 部 プ レ ー ト ２ ２ お よ び ヨ ー ク ２ ３ に
よ り 挟 み 込 ん で 磁 気 回 路 ２ ４ を 構 成 し て い る 。 こ の 磁 気 回 路 ２ ４ の ヨ ー ク ２ ３ に フ レ ー ム
２ ６ を 結 合 し 、 こ の フ レ ー ム ２ ６ の 周 縁 部 に 振 動 板 ２ ７ を 接 着 し 、 こ の 振 動 板 ２ ７ に こ れ
を 駆 動 さ せ る た め の ボ イ ス コ イ ル ２ ８ を 結 合 し て い る 。 そ し て 、 こ の ボ イ ス コ イ ル ２ ８ は
磁 気 回 路 ２ ４ の 磁 気 ギ ャ ッ プ ２ ５ に は ま り 込 む よ う に 結 合 し て 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 こ の 振 動 板 ２ ７ は 、 ポ リ ア リ レ ー ト か ら な る 材 料 を 溶 液 キ ャ ス テ ィ ン グ 法 に よ
り フ ィ ル ム 化 し た シ ー ト を 成 形 し て 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 構 成 と す る こ と に よ り 、 ポ リ ア リ レ ー ト か ら な る 振 動 板 材 料 で 耐 熱 性 を 維 持 し つ つ
、 柔 軟 性 を 持 た せ る こ と で 内 部 損 失 を 拡 大 さ せ 、 低 域 の 再 生 帯 域 拡 大 と と も に 、 振 動 板 ２
７ の 不 要 共 振 を 抑 制 し 、 音 圧 周 波 数 特 性 上 の ピ ー ク や デ ィ ッ プ を 低 減 さ せ 、 安 定 し た 周 波
数 特 性 を 実 現 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 溶 液 キ ャ ス テ ィ ン グ 法 に よ り フ ィ ル ム 化 し た シ
ー ト か ら な る 振 動 板 ２ ７ に よ り 、 材 厚 バ ラ ツ キ を 抑 え 、 同 じ 生 産 ロ ッ ト 中 の 周 波 数 特 性 の
バ ラ ツ キ を 抑 え る こ と で ス ピ ー カ 特 性 不 良 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 振 動 板 ２ ７ の 材 厚 は 、 ５ μ ｍ 以 上 で 、 か つ ２ ０ ０ μ ｍ 以 下 で 構 成 し た も の で あ り
、 材 厚 の 薄 い 振 動 板 で 、 特 に そ の 材 厚 精 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 小 型
で か つ 材 厚 の 薄 い 振 動 板 で は 、 そ の 材 厚 精 度 は 非 常 に 重 要 で 、 振 動 板 の 質 量 と 柔 軟 度 の 両
面 か ら 影 響 を 受 け 、 よ っ て そ の 周 波 数 特 性 や Ｆ ０ に 顕 著 に 現 れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 今 回 の 振 動 板 ２ ７ の 形 状 に つ い て は 、 携 帯 電 話 用 等 の 小 型 電 子 機 器 に よ く 使 用
さ れ る 振 動 板 の 短 径 が ２ ０ ｍ ｍ 以 下 の ト ラ ッ ク 形 状 と し た も の に つ い て 説 明 し て い る 。 こ
の 振 動 板 ２ ７ は 、 特 に ト ラ ッ ク 形 状 の 低 Ｆ ０ 化 が 難 し い 小 型 振 動 板 で あ る が 、 柔 軟 性 に 富
む ポ リ ア リ レ ー ト 樹 脂 を 使 用 す る こ と で 、 振 動 板 ２ ７ の 低 域 の 再 生 帯 域 拡 大 と 不 要 共 振 低
減 に よ る 周 波 数 特 性 の 安 定 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 振 動 板 ２ ７ の 形 状 に つ い て は 、 当 ト ラ ッ ク 形 状 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 振 動 板 の 直
径 が １ ０ ｍ ｍ 以 下 の 円 形 状 や 、 振 動 板 の 短 径 が ２ ０ ｍ ｍ 以 下 の 楕 円 形 状 や 、 振 動 板 の 短 径
が ２ ０ ｍ ｍ 以 下 の 長 方 形 状 等 の 、 特 に 低 Ｆ ０ 化 が 難 し い 小 型 振 動 板 に お い て 、 低 域 の 再 生
帯 域 拡 大 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 通 常 薄 く す る こ と で 、 低 Ｆ ０ 化 を 実 現 し て い た こ れ ら 小 型 振 動 板 に つ い て は 、
そ の 薄 さ 故 に 不 要 共 振 が 顕 著 に 発 生 し て い た が 、 柔 軟 性 に 富 む ポ リ ア リ レ ー ト 樹 脂 を 使 用
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す る こ と で 振 動 板 材 厚 を 厚 く し て も 、 低 Ｆ ０ 化 を 実 現 す る こ と が で き る た め 、 振 動 板 の 不
要 共 振 を 低 減 さ せ 、 周 波 数 特 性 の 安 定 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 の よ う に 振
動 板 材 厚 を 厚 く で き る こ と で 、 風 圧 に よ る 振 動 板 の 変 形 に つ い て も 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 当 ポ リ ア リ レ ー ト 樹 脂 は 、 従 来 主 流 で あ っ た ポ リ エ ー テ ル イ ミ ド 樹 脂 と 比 較 し
て 、 同 じ エ ン ジ ニ ア リ ン グ プ ラ ス テ ィ ッ ク の 中 で は 廉 価 で あ り 、 よ っ て ス ピ ー カ の 低 コ ス
ト 化 も 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 以 下 、 実 施 の 形 態 ２ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
図 ２ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の ト ラ ッ ク 型 ス ピ ー カ の 振 動 板 の 斜 視 図 を 示 し た も の で あ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 点 に つ い て の み 説 明 す る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ト ラ ッ ク 型 振 動 板
２ ７ の ト ラ ッ ク 型 ボ イ ス コ イ ル と の 結 合 部 の 内 周 部 の ド ー ム 状 部 を 凸 形 状 ２ ７ ｂ と 凹 形 状
２ ７ ａ と を 、 そ の 間 に 平 坦 部 ２ ７ ｃ を 設 け 組 合 せ て 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 構 成 と す る こ と に よ り 、 凸 形 状 ２ ７ ｂ と 凹 形 状 ２ ７ ａ の ２ つ の ド ー ム 状 部 と そ の 間
の 平 坦 部 ２ ７ ｃ と か ら な る 形 状 剛 性 効 果 と 共 振 分 散 効 果 に よ り 、 ト ラ ッ ク 型 ボ イ ス コ イ ル
の 不 要 共 振 を さ ら に 低 減 さ せ 、 周 波 数 特 性 の 安 定 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ は 、 ト ラ ッ ク 型 ボ イ ス コ イ ル を 使 用 し た 場 合 に 、 そ の 上 下 振 幅 に 合 わ せ て 、 剛 性 の
低 い 直 線 部 が 共 振 す る 現 象 を 、 ト ラ ッ ク 型 ボ イ ス コ イ ル の 内 周 部 の 振 動 板 形 状 剛 性 を 向 上
さ せ て 防 止 で き る 構 成 と し て い る た め で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 以 下 、 実 施 の 形 態 ３ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 電 子 機 器 で あ る 携 帯 電 話 の 一 部 の 装 着 状 態 を 説 明 す る 要 部
断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ は 少 な く と も 表 示 部 ４ １ と ス ピ ー カ に 入 力 す る 電 気 信 号 の 増 幅 手 段 ４ ２ と ス ピ ー カ
４ ０ と か ら 構 成 さ れ た 携 帯 電 話 ５ １ で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 携 帯 電 話 ５ １ は 、 外 装 ケ
ー ス ５ ２ に ス ピ ー カ ４ ０ と 表 示 部 ４ １ 、 ス ピ ー カ に 入 力 す る 電 気 信 号 の 増 幅 手 段 ４ ２ が 結
合 さ れ て そ の 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。 こ の 構 成 と す る こ と に よ り 、 電 子 機 器 の 低 域 の 再 生
帯 域 拡 大 と 周 波 数 特 性 の 安 定 化 を 実 現 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 こ の 電 子 機 器 は 携 帯 電 話 の み な ら ず 、 通 信 用 機 器 や ゲ ー ム 機 器 、 液 晶 テ レ ビ 、 パ
ソ コ ン や ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 機 器 等 の 電 子 機 器 に 広 く 応 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 以 下 、 実 施 の 形 態 ４ を 用 い て 、 本 発 明 の 特 に 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。
図 ４ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 移 動 手 段 を 備 え た 装 置 で あ る 自 動 車 ５ ０ の 断 面 図 を 示
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の ス ピ ー カ ４ ０ を リ ア ト レ イ に 組 込 ん で 、 自 動 車 ５ ０ を 構 成
し た も の で あ る 。 こ の 構 成 と す る こ と に よ り 、 自 動 車 ５ ０ に 搭 載 さ れ た ス ピ ー カ ４ ０ の 低
域 の 再 生 帯 域 拡 大 と 周 波 数 特 性 の 安 定 化 を 実 現 さ せ る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 本 発 明 に か か る ス ピ ー カ は 、 低 域 の 再 生 帯 域 拡 大 や 周 波 数 特 性 の 安 定 化 が 必 要 な 各 種 音
響 機 器 に 使 用 さ れ る ス ピ ー カ 、 さ ら に は 各 種 電 子 機 器 や 各 種 装 置 等 の 用 途 に も 適 用 で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る ス ピ ー カ の 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 振 動 板 の 斜 視 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 電 子 機 器 の 要 部 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 装 置 の 断 面 図
【 図 ５ 】 従 来 の ス ピ ー カ の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ２ １ 　 マ グ ネ ッ ト
　 ２ ２ 　 上 部 プ レ ー ト
　 ２ ３ 　 ヨ ー ク
　 ２ ４ 　 磁 気 回 路
　 ２ ５ 　 磁 気 ギ ャ ッ プ
　 ２ ６ 　 フ レ ー ム
　 ２ ７ 　 振 動 板
　 ２ ７ ａ 　 振 動 板 凹 部
　 ２ ７ ｂ 　 振 動 板 凸 部
　 ２ ７ ｃ 　 振 動 板 平 坦 部
　 ２ ８ 　 ボ イ ス コ イ ル
　 ４ ０ 　 ス ピ ー カ
　 ４ １ 　 表 示 部
　 ４ ２ 　 ス ピ ー カ に 入 力 す る 電 気 信 号 の 増 幅 手 段
　 ５ ０ 　 自 動 車
　 ５ １ 　 携 帯 電 話
　 ５ ２ 　 外 装 ケ ー ス
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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